
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

潤滑ピニオン取付ガイド 

１．潤滑ピニオン使⽤前の事前潤滑 

２．潤滑ピニオンとマウント軸の組み付け 

３．潤滑ピニオンの取り付け 

[参照]：潤滑ピニオンへグリスが充填されるメカニズム 
 

ラック＆ピニオン潤滑システム 
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潤滑ピニオンを乾燥した状態(納⼊時ままの状態)で使⽤すると、潤滑ピニオンの早期摩耗・破損につながります。
ポンプが稼働していればいずれ潤滑ピニオンに潤滑剤が充填されますが、少しでもドライ状態で潤滑ピニオンが
稼働してしまうと早期摩耗・破損を引き起こす可能性があります。出荷時には事前充填されておりませんので、
事前に潤滑ピニオンへ潤滑剤を充填させたのちにご使⽤ください。 
 
 

⼿順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．潤滑ピニオンを⼀般的な鉱油系潤滑油※1 へ 5 分〜10 分間程※2 浸してください。 
  注意：2 層以上からなる潤滑ピニオン⻭⾯の⽳がずれている場合、⽳の位置を合わせてください。 
 
 
 
 
       ２層以上からなる潤滑ピニオン     潤滑ピニオン⻭⾯の⽳ 
 
２．潤滑剤が充填されたチューブを潤滑ピニオンへ接続してください。 
 
３．チューブを通し、ポンプの充填機能を⽤いて潤滑ピニオンにグリス(オイル潤滑の場合はオイル)を充填させ
てください。 
 
４．潤滑ピニオンの⻭⾯全体にグリスを馴染ませて事前充填は完了です。 
 
 
 
 
 

１．潤滑ピニオン使⽤前の事前潤滑 

鉱油系潤滑油へ浸す(イメージ図)           チューブ接続例 
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補⾜： 
※1：あくまでもドライ状態での稼働を防ぐ⽬的です。⼀般的な鉱油系油であれば種類を問わず使⽤可能です。 
  例) Mobil 製 DTE Oil Light/Heavy Medium/Heavy 

〃  DTE Vacuoline 
〃  DTE gear 600 XP100/150/220/320/460/680 他 

 
※2：潤滑ピニオンモジュールごとの⽬安 

モジュール５まで…5〜7 分程度 
モジュール 6 以上…7〜10 分程度 
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潤滑ピニオンとマウント軸は組み付けされていない状態で別々に納品されます。そのため事前に接着剤(ロック
タイト 242)を使⽤し組み付けたのちにご使⽤ください。 
 
 

⼿順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．開封前に：マウント軸の型式が潤滑ピニオンのモジュールに対応していることを確認してください。 
 
２．マウント軸と潤滑ピニオンを組み付けます。 
 
３．マウント軸と同封されているねじをマウント軸に接着剤(ロックタイト 242)で固定してください。 
  ※注意：潤滑ピニオンのベアリングとマウント軸間は接着しないでください。 
 
４．接着剤の規定時間を確認し、乾燥するまで待ちます。 
 
５．組み付けは完了です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．潤滑ピニオンとマウント軸の組み付け 

組み付けされていない状態           (⼿順３)ロックタイト 242 による組み付け 
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潤滑ピニオンがラック・駆動ピニオンに対して正確に取り付けられていない場合、潤滑ピニオンの早期摩耗や接
触⾯の塗布状態のムラが発⽣することがあります。移動⽅向・回転⽅向に対して垂直に取り付けてください。ま
た、取り付け時は下記事項に注意して取り付けてください。 
 
 

注意事項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☞潤滑ピニオンの移動⽅向、回転⽅向に対して垂直に正確に取り付けてください。 

 

☞潤滑ピニオンを接触⾯に対して強く取り付けすぎないでください。 

 ：潤滑ピニオンとギア⻭⾯にはグリスが介在するための僅かな隙間が必要です。 
そのため約 0.5~0.7mm を⽬安にバックラッシュ(クリアランス)を確保してください。 

  バックラッシュがない場合、潤滑ピニオンの早期摩耗・マウント取付軸の破損につながる恐れがあります。 
 

☞使⽤開始時、ラック・駆動ピニオンを事前に潤滑給油してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

３．潤滑ピニオンの取り付け 

取り付け例 
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＜顕微鏡で見たポリウレタンフォームの断面＞ 

 
 
 

＜部分的にグリスが充填されている状態＞ 

 

 

 

 
 
 
 

＜グリス膜が表面に形成されている状態＞ 

 
 
 
 

[参照]：潤滑ピニオンにグリスが充填される仕組み 

潤滑ピニオンの材質として使⽤されているポリウレタンフ
ォーム材は液体・気体が通り抜けることができる連続気泡
体構造(open-cell PU foam)となっています。フォームの
76％は潤滑剤を保持する空間です。 

【圧⼒のない状態】 
縦横にめぐる微細気泡によって⽣じる⽑細管現象を利⽤
し、潤滑剤を吸収し保持しようとする働きを⽣じさせます。 
この時点ではグリスは部分的に吸収された状態であり、表
⾯にグリスはにじみ出ていません。 
 

【ポンプ稼働後】 
ポンプが潤滑剤を送り出すことで、ポリウレタンフォー

ムがグリスで充填され、左図のように表⾯にグリスが滲み
出ることでグリス膜が形成されます。このグリス膜で潤滑
ピニオンと接触するラック＆ピニオンの⻭⾯を潤滑しま
す。 

潤滑ピニオン⻭⾯の⽳、潤滑 
ピニオンが回転することで⽣じる 
遠⼼⼒もグリス膜形成の補助とな 
ります。 
 


